




















　子供はだれもが,本来それぞれの家庭と地域社会において,十分な発達を保障

されながら生活することができるように,あらゆる家庭的・社会的努力や援助

がなされるべきでめるという認識は,おそらく世界中のどの社会においても,国

民的なコンセンサスを得ていると思われる。

　しかしこの認識は,原則論ないし総論的にはなされていても,各論になると,

このコンセンサスの実践は必らずしも容易ではないし,それぞれの社会で市民

や国民の可能な限りの努力がはらわれているともいえない場合が多い。


